
議

案

第

九

十

八

号

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

-

三
朝
町
職
員
の
倫
与
に
娼
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

次
の
と
お
｡
三
朝
町
徴
兵
の
給
与
に
甲
す
る
条
例
の
蒜
を
改
-
車
)
と
警
い
て
､
地
方
自
治
法

(
恥
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
)
集
九
十
六
条
第
完
の
規
定
に
よ
.
 
｡
･
本
議
会
の
議
決
を
求
め
る
｡

暗
和
六
十
1
年
十
二
月
二
十
三
日

三

　

朝

町

長

　

安

　

田

　

共

一

郎

昭
聖
八
尋
軒
慧
伺
せ
五
白
　
虎
寮
可
決

三
朝
町
観
各
級
長
安
井
由
符



三
朝
町
条
例
第
　
　
号

三
朝
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
償
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

三
朝
町
磯
負
の
給
与
に
鯛
す
る
条
例
(
紬
和
二
十
八
年
三
朝
町
条
例
第
二
十
五
号
)
　
の
1
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
｡

＼
,
第
九
粂
弟
三
項
中
｢
一
万
四
千
円
｣
を
二
万
五
千
円
｣
　
に
'
｢
九
千
五
百
円
｣
を
二
万
円
｣
に
改
め

る
｡

第
十
七
粂
第
一
項
中
｢
千
六
百
円
｣
を
｢
二
千
三
百
円
｣
に
'
｢
二
千
四
百
円
｣
を
｢
三
千
四
首
五
十
円
｣

に

'

｢

1

万

千

円

｣

を

｢

一

万

三

千

円

｣

に

改

め

る

｡

　

　

　

　

　

　

一

/

別
義
手
l
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
｡

;
･
p

才
ノ



別表第一

(イ)　行政職給料表(第三粂関係)

開 音給 �6ﾘ��?��ﾂ闔ｨｸ��･~2級~-.3_級 �4E姦 偃xｸ��-.■阜級7敏一 僮 g轡 
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ノ~ �ｨ璽�ｲ�-r7 ′畑α7 程%r�｢1 /ム泣か 幡ﾂ�･��ｦ��r7 /nW 梯ﾗ&ﾂ�9�ﾞﾈ+�ﾊ儘B�8h�8唏���ﾂ�円_ 卿 .3L/iw 

2 痘ﾗ����/dW 汀3Fﾒ�nmaZ 辻�Ε6��.之肋 

3 程���/iZyW �6ﾙ$��/gLW ��ﾃ奉�之′鱒娩7 ��*��.25iUW 之相加 ■⊥払鮎抑 ヱ曙.批7 1.冴ア九七′ 

i 穂�ｧEb�ノ353M_ 禎5r�_/38:加 �8h8�ｲ�ヱ泌比) 傚X,ﾘﾝ罎�

_~∫ 程ﾕr�′幼EkJ ��ﾉ�蟹&ﾙhﾓr�/9 辻閂��･iZym 刋纖e8.�r��

-占 �5ﾂ�蚌�/御 �6ﾘ4Xｾ瑛h*｢粐�i3W �'(*��ヱヲ2占亡が �9���r�

･ケ �6ﾘ6ﾘ<�NBﾂ�./3:W ��ﾃsur�2/iW 僞e､XｷX*��J弊79と社′ 儺ｸ-9I(ﾏSr�

C. 碇ﾒ�/5Tm 岬rﾕr�a実dM 抹ｦ�3T��ヱ弘5乙叱7 �338�9V"�細 

⊥:_?. 汀�NR�/d.W 定v����ﾏX.��,滋由の 盲3Ur�良.エ紗 定ﾞ�OX.�.��韭ﾆ瓶�脱文秒J 

′♂l. 汀�&6ﾗ��ノ占ぷr〟 汀亶Y�h.��ヱ架′乙が �#R��R�.27W �3′よ紗 且抑 ■33m_a) .弟捌+ 

ノ′ 碇#r�/占99α7 �'版r�i2ym- ���Ef偃�����mmh 倬ym縒ﾒ�

/i_2 艇ｨ�<hﾏSr�ノ7BW. 網ﾅr�脚 �ｩ�Ⅱr�i2?/a �2��'G��8�ﾂc����

⊥/3 汀36�b�ノ77?a1 �"�驂xﾝ��B3iW �9�y'"�血玖丸が 
■_~′-4E 汀3#Erﾒ�/8mm 俣"��+�-�ﾒ�i2WikZ �#s#��r�､立脚 �9��8���351mW 

Jj: ��8ﾘer�.-/gPW. ��"�r�.26&ノ甜 蒙烹�3/jStV 噸37UZB�33Θﾒ�3579と九才 

-i_L` 汀Cb�"�Zgム5W 僞eｩNR�.27BW ��ﾞ�ﾎB�32iZW 勁弘44m 

_ノウ: ��/82.髭叱′ 定�8淅tﾅbﾒ�ヱ7&あり ��ｸﾞ�･r�jb7aJ 售�9����3占8:W ･37i2W- 

二/gー~: ��ノウ伽 �9�9(9�ﾍﾉV"�a/.9α′ ��8���l���ﾂ�■33/.7W 唔YX帚�

ーノ9. ��_n/Bαノ 唸-H8����u331m 唏辜zH蓼�ﾈ;��33jW �3R�%縒�37肋､ G6151M- ､好榔~.. 

-L～､-20 �� �9�9(��;�3t｢�38:m 唏4ｸ8�wﾒ�33え乾び �3Sｦ･r�

⊥_?/.≡ �� ��.ﾒ�.冴L2Wa1 涛WYNH�ﾂ�3y3W �3S%y?��

22.J■ �� 男IZ停�3､労相 �2��r�灘′乙わ 唔l�9��ﾈ�8.Δ�

二23~ �� 貞r�i2?a �2�dﾒ�351mtV �� 

2■ダー �� 俣%ur�.汐8:a �2�3｢��｢�L3574;a �� 

25 �� 俣#S�ﾖ�ｧ��3W./tV �6ﾕr� �� 

__之占- �� �8h5�9�Eh��見場娩′ 乖陋9/�;�� �� 

二27 �� 俣#S｣5r�盈旭光玖 �� �� 

?蔓 �� ��脚~ �� �� 



(ロ)`医療職給料表(第三粂関係)
-.膏蜜:㌔ 定�ﾂ粳�Δ�L~J.2_∵∵教 

.-p号給. 唸ｸｹ{�ｨﾈ驂2�二給二料月額~.‥- 

′ �##"ﾓ3�ﾖFﾂ�2ふよ8㌧00 

.2了 �#DV�DU����27~潔./Oa､tJ 

･3- �#R�S��+��28/SSOP 

ゲ �'���Ec�62�i219_AC0-0 

∴∫■- ��#sB��傅ﾓ｢簫�30.度000. 

/~占 ���#ゴ'��7"ﾗ"�-3/豆300 

-7J 鼎�8�Dﾄ���･■j-3aSaC 

8- 辻�3�sS����34Z/.8~LTU_∴ 

サ 白ﾓ8�ﾈ6ﾒb粳��U��3iヱ800 

-_/o■~L �3(ﾘi�����3占3-?UO 

--/i 宝33"糒�����37-.:4(9:CCL 

.-.`′.i 辻�7粤DR稍2ﾓ���-385.loo- 

二ノ′~.3/- �2ﾓSs#���3952cc~ 

･.′ゲ~- �3H�ゴ�62�乍os../00 

二■′■5 �3u��3���4E/i490-a 

_pノ与 �3��s��｣��字2-V.4EOOp 

′7 �3梯��3�ﾓ�s･�ﾒ�4E.33占00 

;:/8 售3鈴fbﾓふ���~4EJ4Eユ800- 

-′9■ 泥T��DT�����4Z.51/00-. 

_i2tl �5粨6ﾚIEi�よ��������..女5:20.OtO/ 

Lユノー' �5���6ﾘ��h5������-4E占5■80.0,. 

_-22 泥S(9�S���ゲ7a.乍oo_I- 

∴.2I_3J一丁 泥S3ｨ-3S���I 4E74(ヲCCp■ 

I-24(.,I �ｩD�7�ﾖ�3����i卯5700_ 

･25 摘｣5����ﾈ示62�-4E9.39..00 

._2■占■ �6sDS4･ｦs��ﾒ�,50/.500 

一二2:7 ��I一 ･5.07700- 

39-＼ ��ー∫′ヱ7.♂∂ 

.■2_9 ��5/7500- 

＼一一ノ

､　J
~I

･

　

　

　

　

　

　

　

<

､

ノ　∵

㌔



′

附

　

則

.

(
施
行
期
日
等
,
)

こ
の
条
例
は
､
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
｡
た
だ
し
･
粛
十
七
条
の
改
正
規
定
は
,
昭
和
六
十
二
竺

月
一
日
か
ら
施
行
す
る
｡

こ
の
条
例
(
前
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
改
正
競
走
を
除
く
｡
附
則
東
田
項
に
お
い
て
同
じ
｡
)
に
よ

る
改
産
後
の
三
朝
町
鶴
見
の
給
与
に
l
関
す
る
条
例
(
以
下
｢
改
正
後
の
粂
空
と
い
う
｡
)
の
規
定
は
､

昭
和
六
十
1
,
年
四
月
7
日
か
ら
適
用
す
る
｡

(
最
高
号
給
を
超
え
る
給
料
月
額
の
切
替
え
等
)

這
空
ハ
十
妄
四
月
言
(
以
下
｢
切
替
日
｣
と
い
う
｡
)
の
前
日
に
お
い
て
廟
務
の
級
の
.
最
高
の
号

給
を
学
芸
給
料
月
額
を
受
け
て
.
い
た
職
員
の
切
春
日
に
お
け
る
給
料
月
額
及
び
こ
れ
を
受
け
る
期
間
に

通
算
さ
れ
る
こ
.
と
と
i
j
 
'
る
期
間
は
.
 
'
町
規
則
で
定
め
る
P

(
切
替
期
間
.
忙
お
け
る
異
動
者
の
号
給
等
)

切
替
日
か
ら
こ
の
壌
例
の
施
■
行
の
日
の
前
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
,
こ
の
条
例
に
よ
る
改
正
前
の
三
朝

町
親
身
の
給
与
に
関
す
る
条
例
(
以
下
｢
改
正
前
の
条
例
｣
と
写
｡
)
の
規
定
賢
｡
,
新
た
.
L
J
給
料
/

)

'

>

　

　

　

　

F

 

t

∴

〔ヽ



｡

〕

､

L

表
の
適
用
を
受
け
る
こ
と
と
な
っ
た
磯
貝
及
び
そ
の
属
す
る
職
務
の
級
又
は
そ
の
受
け
る
号
給
若
し
く
は

給
料
月
痕
に
異
動
の
あ
っ
た
磯
負
の
う
ち
[
町
長
の
定
め
ノ
る
戟
負
の
改
正
儀
の
.
条
例
の
規
定
に
/
よ
る
当
萩

適
用
叉
は
異
動
の
日
に
お
け
る
号
給
又
は
給
料
月
額
及
､
ぴ
こ
れ
ら
を
受
廿
る
こ
と
と
な
る
期
間
は
､
町
長

∴
の
革
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
｡

(

切

香

t

p

前

の

異

動

者

の

号

掛

等

の

調

盤

)

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一

∫
　
切
替
目
前
に
碗
務
の
級
を
異
に
し
て
異
動
し
た
観
点
及
び
町
長
の
定
め
為
こ
れ
に
準
ず
る
磯
貝
の
切
替

▲
日
に
お
け
る
号
給
叉
`
は
冶
料
月
額
及
び
こ
れ
L
e
を
受
け
る
こ
と
と
な
る
劫
間
に
つ
い
て
は
'
そ
の
者
が
切

春
日
-
に
お
い
て
職
務
の
′
級
を
異
に
す
み
異
動
等
を
し
た
も
の
と
し
た
場
合
と
の
権
衡
上
必
要
と
t
認
め
ら
れ

る
限
度
に
お
い
て
,
町
長
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
ょ
牛
､
必
要
な
調
盤
を
行
う
こ
と
か
で
き
る
｡

.
(
旧
号
給
等
の
基
礎
)
.

占
　
前
三
項
わ
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
'
聴
鼻
が
属
し
て
い
.
た
戟
務
,
C
級
及
び
そ
の
者
が
受
け
て
い
た
号

給
又
は
給
料
月
額
は
'
改
正
前
ー
わ
条
例
及
び
こ
れ
ら
に
基
づ
く
町
規
則
の
規
定
に
従
っ
て
定
め
ら
れ
た
も

の
で
な
け
れ
一
ば
な
ら
な
い
｡

F

＼

(
給
与
の
内
払
)



＼吋　　　　　◆

7
　
改
正
後
の
条
例
の
規
定
を
適
用
す
る
場
合
に
お
い
七
は
,
改
正
前
の
条
例
の
規
定
に
基
づ
い
て
支
給
さ

れ
た
給
与
は
'
改
正
後
の
条
例
の
規
定
に
よ
る
給
与
の
内
私
と
み
な
す
｡

(
町
規
則
へ
の
委
任
)

b
c
　
附
則
許
三
高
か
ら
前
項
ま
で
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
.
,
こ
の
条
例
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
は
,
町

-

規

則

で

定

め

る

｡

.

､

　

∴｣

で

　

､

.


